


 はじめに

 主な開発内容 ･･･ これまでとこれから

• ユーザーインターフェースと検索方法の改善

• 外部サービスへのリンク

• 外部サービスとの連携

• その他のリリース項目

• 「Ver.5」リリースについて

 「医中誌LinkService」

 「医中誌アーカイブ」

 一般への情報提供について
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 2006年の「Ver.4」をリリース以降、「論文入手
のためのツール」としての機能の向上を目指し、
電子ジャーナルへのリンクや、OPACなどのシステ
ムへの連携を中心とした取り組みを進めてきた。
これについては、引き続き強化の方針。

 更なるサービス向上のためには、利用者の真の
ニーズの見極めが重要。

• 「日本の医学雑誌の情報はどういうときに必要なの
か？」とのそもそも論的な観点。

• 「利用者層によりニーズが異なる」との観点。

• 利用者の情報環境の変化への対応も引き続き重要。



医師の話より

・医中誌を検索するのは「あるテーマについての日本でど
れくらい論文が書かれているのかを知りたいとき」「専
門分野以外のことを概括的に知りたいとき」

・「症例報告」は日本の情報として重要

・「会議録」は論文にならない情報として重要

看護師をはじめとするコ・メディカルの需要が高
いと思われる。

医療従事者ではない、患者さんなど一般の人の潜
在的な需要も高いと思われる。
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電子ジャーナルへのリンクアイコンのクリック数を集計。
Medical*Online の解説的記事のクリック数が一番多い。
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利用機関の種別にみたログイン数 (2008年の各月の集
計）。
大学などの教育機関からの利用が圧倒的に多い。



1. ユーザーインターフェースと検索方法の
改善について

2. 外部サービスへのリンク

3. 外部サービスとの連携

4. その他のリリース項目
・フルテキストリンクがある文献への絞り込み

・参考文献リンク

・個人設定機能

・グループ設定機能(SDI機能)

5. 「Ver.5」リリースについて





 画面遷移など、使い勝手として改善すべき
点が多くある。

 いろいろな機能が活用されているとは言え
ない状態。

適切な改善に向け、客観的な現状評価(調査)
に取り組んでいる。



 ログインから検索画面までのステップが
多すぎる。

「BASIC MODE」と「ADVANCED MODE」の提
示の仕方が不明確。

 詳細情報からタイトル表示に戻るとき、
画面トップに戻ってしまう。

 そもそも、現在の「タイトル表示 -> 詳
細表示」という流れで適切か？



 検索語入力域が短すぎる。

 検索結果の表示が縦長(もっと省スペー
スに。

 ソートの方法が分かり難い。

 印刷などの出力設定が分かり難い。

 印刷形式を変えるときに、いちいち再表
示するのが面倒。



 下記の画面などの存在が分かり難く、結
果、活用されていない。

• クリップボード

• 書誌確認画面

• 絞り込み検索画面

• 候補語辞書の参照画面

• 出力設定



 医学専門の検索サービスとして最適化す
べきか。

• 医学の検索でよく使われる概念(治療、診
断･･･)を前面に出す

• 「解説的な記事を検索」など、よくある利用
シーンにフィットしたインターフェース

 医師、看護師、患者さんなど一般の人な
どの利用層、あるいは利用の場面により
異なるインターフェースが必要か。



検索結果が不調な場合のサポートなど、よ
り良い検索結果が利用者に負荷をかけるこ
となく得られる、検索サポート機能。

 医中誌データベースの様々な情報のフル
活用に向けての改善。

 新たな検索手法(従来型のキーワード検索
とは異なる仕組みなど)の検討。



 0件ヒット時のサポート。

 大量ヒット時のサポート。

 入力補完

 異体字

 ローマ数字

 ひらがな、カタカナ



 マッピングの強化に下記を有効利用

• 副標目

• チェックタグ

• 研究デザイン

• 収載誌別名・略名

 検索に活用できるデータ

• 薬物関係 ～ CAS番号・関連CAS番号・EC番号

• MeSH用語 ～ 「日本語でPubMed検索」



 引用文献リンク

 アラート機能

 キーワードランキングの公開(検索)

 キーワードランキングの公開(索引)

 関連文献の提案

 関連キーワードの提案

 キーワードの登録





サービス 提供元 リンク件数 リンク件数
（フルテキスト有り）

PubMed 米国国立医学図書館 (NLM) 346,920 -

CrossRef
Publishers International 
Linking Association (PILA) 88,369 88,369

CiNii 国立情報学研究所 (NII) 1,491,309 592,335

MedicalOnline (株)メテオ 447,404 447,404

PierOnline (株)サンメディア 20,123 20,123

MedicalFinder (株)医学書院 34,896 34,896

J-STAGE 科学技術振興機構 (JST) 59,048 59,048

Journal@rchive 科学技術振興機構 (JST) 26,726 26,726

合計（重複省く） 1,933,005 1,146,237

（ ２００９年７月１日現在 ）



外部サービスへのリンクアイコンのクリック回数



 IYAKU-J.COM （準備中）

 Journal@rchive

(独)科学技術振興機構(JST)が提供する電子アーカイブ

サイト。

現在26誌、約2万6千件の論文にリンクしている。

(株)医薬ジャーナル社が公開予定の電子ジャーナルサイト

対象誌：9誌
（医薬ジャーナル、化学療法の領域、CLINICAL CALCIUM･･･など）

サービスが開始されたら、医中誌Webからリンクを張る

予定。



機関リポジトリへのリンク

個々のジャーナルへの対応

学会のサイトで公開されているフルテキストPDFなど、

個々に公開されている電子ジャーナルにも対応。

CiNii経由で機関リポジトリへのリンクを実装。
リンクアイコンで機関リポジトリへのリンクがあるか
分かるように改善予定。

※「本文あり」アイコンは、CiNii内に本文がある場合のみ表示される。

＜現在検索結果に表示しているアイコン＞





機関で導入しているOPACやリンクリゾルバへの

リンク設定が可能。

リンクは、OpenURL(Ver1.0)形式、または、任意形

式(システム側で指定するURL形式)で指定。

※任意形式ではISSNによるリンクしかできない。

今後、ISSNが付与されていない雑誌のリンクに

ついても対応を検討。



OPAC、リンクリゾルバ等へのリンクの設定機関数



OPAC、リンクリゾルバ等へのリンクアイコンのクリック回数



選択した検索結果を、指定する特定のシステムに
直接送り込む機能。

ダイレクトエクスポートの実装例：

・東京医科大学様

・大正製薬(株)様

・Neoplanets （(株)サンメディア様）

・INFORESTA ((株)インフォレスタ様)

以下のアプリケーションへの自動取り込みも可能
・RefWorks

・EndNote(デスクトップ版)

・EndNoteWeb



EZproxy経由でのアクセスに正式に対応。

（正式対応は国内サービス初）

※EZproxy（提供元：OCLC）は、サイト契約して

いるデータベースや電子ジャーナルをリモート

環境から利用するためのアプリケーション。

例えば、IP認証で契約しているサービスでも、

自宅などサイト外からアクセスすることが可能。

※医中誌Webをリモート環境で利用する場合は、

リモートアクセスのオプション契約が必要。



OCLCのサイト上で必要な設定情報を確認できる。

http://www.oclc.org/support/documentation/ezproxy/db/ichushiweb.htm



今後の構想 -



医中誌Webのインターフェース以外から医中誌デー

タへ直接アクセスできるようにする。

・OpenURL (Ver1.0)

OpenURLによる送信は既に対応済みだが、受信(外部

からのアクセス)にも対応する。

・検索API

直接医中誌データを検索するためのAPIを用意する。

＜現在検討しているAPI＞

Opensearch, SRU/SRW, 独自API  など



LinkResolver

IP認証の場合 ID/パスワード認証の場合

OpenURL ver1.0
http://search.jamas.or.jp/openurl?url_ver=Z39.88-2004&url_ctx_fmt=
info%3Aofi%2Ffmt%3Akev%3Amtx%3Actx&rfr_id=info%3Asid%2F･････

IP認証の場合はそのまま
詳細ページが表示される。

該当の論文の書誌情報は
ログインしなくても表示される。



ブラウザの検索ボックスから直接
医中誌Webを検索できる

ブラウザに表示されている文字を選択し
て、右クリックすると、その用語で医中誌
Webを検索できる。



Z39.50の後継の検索プロトコル。

SRU （Search Retrieve via URL）
URL内に検索キーワード・検索条件等を埋め込んでアクセスし、
検索結果をXMLで取得（REST）

例：

SRW （Search Retrieve Web Service）
XML形式で検索キーワード・検索条件等を記述して送信し、
検索結果はXMLで取得（SOAP）

※EndNoteやRefWorksなどから医中誌を検索することも可能。

※統合検索システムのターゲットとしての利用も可能。

※その他に、ログイン・ログアウトの処理を行える独自の

APIも公開予定。

http://search.jamas.or.jp/sru?operation=searchRetrieve&
version=1.1&query=Stem+Cell

http://search.jamas.or.jp/sru?operation=searchRetrieve&


シングルサインオンとは、1つのパスワードで1度

ログインするだけで、あらゆるサービスを利用で

きるようにする仕組みで、現在、国立情報学研究

所(NII)のUPKI事業（全国大学共同電子認証基盤構

築事業 ）で、大学等の機関間で認証を統一するた

めの研究が行われている。

シングルサインオンは、Shibbolethという仕組み

を利用して実現される予定で、医中誌Webもその

実証実験に参加することが決まっている。





確実に原文が入手できる検索を可能とするために、
以下の条件に限定した検索を実現する予定。

※所蔵している雑誌、契約している電子ジャーナルに限定

した検索を行うには、事前に雑誌リストの登録が必要。

フルテキストへのリンクがある文献

無料のフルテキストへのリンクがある文献

自館で所蔵している雑誌

自機関で契約している電子ジャーナル



現在一部の出版社から、参考文献情報を含む論文

のメタデータで電子入稿。

※医中誌LinkServiceは、参考文献にリンク情報を
付加して、メタデータ提供元の出版社のサイト
内で表示するサービスです。

論文の書誌情報は、医中誌Webデータ作成
に利用。

参考文献データは、各参考文献にPubMed
やCrossRefなどへのリンク情報を付加し、
医中誌LinkServiceで利用。



（(株)医学書院 様 ）



医中誌LinkServiceを医中誌Webにも展開し、検索結果

から該当の参考文献データを閲覧できるようにする。



個人設定機能を設け、ユーザーごとの検索画面の
カスタマイズなどを可能にする。

※事前に登録し、専用アカウントを入手する必要があります。

検索画面のカスタマイズ
検索条件初期値やリンクアイコンの表示/非表示などの
指定ができます。

検索式の保存
よく利用する検索式をあらかじめ保存しておくことが
できます。

メールアラート機能
保存した検索式の検索結果を定期的にメールでお送り
します。



医中誌Web

法人内の複数の方で同じ検索式を共有している場合、

その検索式を登録し、検索結果をWeb専用ページ内で

閲覧することができます。（SDI機能）

データ更新

SDI登録ユーザー
メールで通知

該当の検索式の検索結果を保存

SDI用
Webページ

専用ページにアクセス

閲覧・ダウンロード・メール送信・ダイレクトエクスポートが可能。
出力設定の指定も可能。
検索結果は、データ更新の度に蓄積して保存される。





 2010年度に、「Ver.5」リリース予定。

 リリース時には、下記内容を盛り込む。

• 新しいユーザーインターフェース

• フルテキストがある文献への絞り込み

• 参考文献リンク

• 個人設定機能

• グループ設定機能

• 外部インターフェースの提供

詳細は決定次第ホームページ等でご案内し
ます。





 「医中誌Link Service」とは、医学中央
雑誌刊行会が、JMPA(日本医書出版協会)加
盟出版社を中心とした医学関係の国内雑誌
の電子ジャーナルを、「リンク」面からサ
ポートするサービス。

 すでに稼働している参加出版者向けサー
ビスに加え、それ以外の外部の利用者に向け
たサービスを検討中。



出版社

参加出版社向けサービス 外部利用者向けサービス

外部利用者

医中誌リンクサービス

書誌と参考文献情報

参考文献のリンク
情報取得

ID
書誌
リンク情報(URL)

ID

ID

書誌

リンク情報
(URL)



（(株)医学書院 様 ）



※Annual ReviewのPDF版は現在トライアル中。

（(株)中外医学社様 ）



（(株)医薬ジャーナル社様 ）





 国立国会図書館のアーカイブ事業の枠の
中で、創刊号以来の医中誌のデジタル化と
ネット配信を行う予定。



ＮＤＬアーカイブシステム

＜ＮＤＬアーカイブサイト＞ ＜医中誌ＨＰ＞

検索ABC
目次：
・・・・・・・・・・・ P.5
・・・・・・・・・・・ P.6
・・・・・・・・・・・ P.7
・・・・・・・・・・・ P.8





 患者さんなど、医療従事者以外の一般へ
の医中誌情報の提供は、長年の検討課題。

 ホームページにて、「医中誌Webを使える
公共図書館など」リストを公開。

 検索のサポート、入手した情報に関する
サポート、文献入手のサポートなどを考え
ると、医学図書館員などの人的サポートの
ある環境での提供がベスト。





ご清聴ありがとうございました。

医中誌Web(Ver.5)の開発に向け、ご意見・ご要
望など、ぜひお寄せ下さい。

また、アンケートへのご協力をお願いします。


